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ＣＳを基盤とした小中一貫教育の発展に向けて 
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平成３０年度から小中一貫教育を全市一斉導入して以来、９年間の学習を系統的・継続的に行うこと、

教師と子ども、学校と家庭、地域のかかわりを大切にすることなど、「学びをつなぐ」「大志をつなぐ」

「人と人をつなぐ」という３つの「つなぐ」をキーワードに、取組を実践してきました。 

来年度の本市学校教育の推進方針における学校教育の重点は、「持続可能な社会の創り手を育む教育

の確立～コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育の取組を通して～」と定めました。 

子どもたちが社会で活躍する２０４０年代を展望するとき、義

務教育９年間の教育が果たすべき役割はこれまで以上に大きい

と考えております。異なる価値観を持つ多様な他者と、当事者意

識を持って対話を行い、問題を発見・解決できる、「持続可能な社

会の創り手」を育てる必要性がこれまで以上に高まっています。 

ＣＳ（コミュニティ・スクール）を基盤とした家庭・地域・学

校等の連携「横の小中一貫」と小学校と中学校の連携「縦の小中

一貫」との一体化した取組を通して、子どもたちの資質・能力を

着実に育成していかなければなりません。 

また、文部科学省が定めている教育課程（カリキュラム）の基

準である学習指導要領は、時代の変化や学習の定着状況などに合

わせて、おおむね１０年ごとに改訂されてきています。 

文部科学省は、令和６年１２月２５日に中央教育審議会に、次の学習指導要領の改訂に向け、「初等中

等教育における教育課程の基準等の在り方につ

いて（諮問）」（右表参照）を諮問しました。そ

の中で、『「社会に開かれた教育課程」を持続可

能な形で実現できるよう、コミュニティ・スク

ールを含む地域や家庭との連携・協働を促進し

つつ、（以下略）』とあり、学校や地域をとりま

く課題を地域全体で解決を図る必要性に触れて

おります。中央教育審議会の審議経過は、文部

科学省のホームページに掲載されていますの

で、その経過を注視していく必要があります。 

学校教育を持続可能な形で発展させていくためにも、これまで積み重ねてきた小中一貫教育という本

市の特色ある教育のもと、中学校区を単位としたコミュニティ・スクールの活動をさらに充実させ、家

庭や地域とともに子どもの連続した学びを支える教育環境づくりを推進していきますので、引き続きご

理解とご協力をお願いします。 
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「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について」 

（R6.12.25 中央教育審議会諮問）より 

【主な審議事項】 

①質の高い、深い学びを実現し、分かりやすく使いやすい学習指

導要領の在り方 

②多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方 

③各教科等やその目標・内容の在り方 

④教育課程の実施に伴う負担への指摘に真摯に向き合うことを

含む、学習指導要領の趣旨の着実な実現のための方策 



東部中学校区 

小中一貫教育の取組 

 

１， 東部中学校区 小中一貫教育のあゆみ 

平成２９年度より校区一体となって取り組んできた

東部スタンダード（挨拶・準備・思いやり）が浸透し、

日常のあらゆる教育活動を支えている。開校１３３年

を迎えた伝統のある東部小と平成２年に東部小から

分離した北の台小の２小の連携にも力を入れている。

東部スタンダードを基盤にして、東部中へのスムーズ

な橋渡しを２小で連携して取り組み、東部中学校区

の子ども達の「学び」と「育ち」を支えている。 

東部中学校区で目指す「夢をかなえるため 学ん

だことをもとに 自分の言葉で堂々と語れる姿」とい

う１５歳の子ども像を校区の全教職員で共有し、職

員一丸となって児童・生徒の指導にあたっている。 

 

２， 東部中学校区の特色 

東部中学校区では、学

習環境や学習規律など

の「指導」の系統に加え

て、授業を中心とした「学

びの質・内容」の系統に

目を向けた小中一貫教育の充実を目指している。 

校区の小中一貫教

育が真価を発揮する

よう全学年・全学級で

２小１中をつなぐ授業

づくりを進めている。 

それぞれの教育課程の中の単元や学習内容のつ

ながりに目を向け、教師同士による教材研究を基に

児童・生徒の学びをつなぐ授業づくりを行っている。 

校区で目指す１５歳

の姿を見据え、育成す

べき資質・能力に向かう 

 

 

 

教育実践を、授業で学ぶ児童・生徒の姿を通して展

開している。 

【今年度の授業】 

小１中１・小４中２・小６中３の同一教材による道徳 

小２生活科の東部小・北の台小による交流授業 

小３総合の東部小・北の台小による交流授業 

小４中 2 合同体育 小５中１・小６中 2 の合同授業 

 

３， 効果的な乗り入れ授業 

 昨年度に引き続き東部

中学校の堀教諭が２小

の６年生算数を担当して

いる。２小で共通した指

導、より専門的な指導が、中学数学につながる大き

な橋渡しになっている。 

また、児童にとっては６年生から東部中の教員を

知ることで、中学校進学に対する不安を取り除く「中

１ギャップ解消」にもつながっている。 

さらに、６年生担任にとっては毎日空き時間が生ま

れるため、その時間に打ち合わせや提出物の確認を

進めることができる。全ての教育活動に効果的な取

組となっている。 

中学校進学前の２月には、中学校英語教員による

乗り入れ授業を行っている。中学英語への意欲を高

めるとともに、小学生の内に身につけたい力を明確

に示している。中学進学時にライティングで困らない

よう英語担当教員間で連携を取りながら進めている。 

 ９年間を見通した授

業づくりを通して、教

員間の連携を深めて

いることが東部地区の

特徴である。 

（文責：東部中学校：坪川 北の台小学校 渡辺・東部小学校 佐瀬） 


